
○○地区福祉のまち推進センター　個人情報取り扱い方法
平成○○年○月○日総会議決
（法令の遵守）
第1条
福祉のまち推進センター（以下「福まち」という。)は、個人情報保護に関する法令、条例等を遵守するとともに、福まち活動において個人情報の保護に努めるものとする。
（利用目的）
第2条
福まちが取得した個人情報は、次の目的に沿って適正に利用する。
（1）災害時における避難支援
（2）日ごろの見守り活動や、声かけ活動
（3）福祉マップ作り等の作成
（4）福まち行事等の案内
（対象範囲)
第3条
福まちとして情報を収集する対象範囲（要援護者)は、原則として○○歳以上から構成される世帯とする。ただし支援が必要と思われる世帯に対しては柔軟に対応する。
（収集内容)
第4条
収集する個人情報の内容は、要援護者からの同意（手上げ及び本人同意方式)によって福まちへ提出された「要援護者登録カード」等に記された次の事項とする。
（1）氏名、生年月日・性別・住所・電話番号、FAX 番号、携帯番号、世帯人数、日常的な困りごと、緊急時の連絡先
（2）その他、必要な事項で同意を得た事項
（管　理)
第5条
福まちが取得した個人情報は、次のとおり適正に管理する。
（1）個人情報の管理者は、福まち運営委員長及び福祉推進委員長とする。
（2）個人情報は福まち事務室及び福祉推進委員長、担当推進委員宅で適正に保管する。
（3）不用となった個人情報は裁断及びデータ消去等適正に破棄する。
（4）個人情報（文書、データ)の保存期間については役員会の議決に委ねる。
（5）個人情報は、原則として訪問活動、更新作業等必要以外は、保管場所から持ち出さない。
（6）個人情報は、原則として福まち事務室及び福祉推進委員長、担当推進委員分以外複写しない。
（7）個人情報の漏えい等の問題が発生した際、速やかに直近の管理者へ報告する。
（提供先)
第6条
福まちは、次にあげる場合を除き、本人の同意を得ないで第三者に個人情報の提供はしない。
（1）法令等に基づく場合
（2）人の生命、身体又は財産の保護のために必要な場合
（3）福まちと共に活動に取りくむ、関係機関（○○○○、○○○○、○○○○)
（開示等)
第7条
福まちは、本人から保有する個人情報に関し、開示、訂正、削除等を求められたときは、「個人情報請求書」の提出により適切な措置を講じるものとする。
（65歳以上世帯名簿の取り扱い)
第8条
札幌市から提供される65 歳以上世帯名簿の取り扱いについては、「札幌市65歳以上世帯名簿取り扱い要領」を遵守し取り扱うものとする。

